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富山大学 和漢医薬学総合研究所との共同研究の研究成果が、 

日本生薬学会学術誌 Journal of Natural Medicinesに掲載されました 

 

株式会社 AFC-HD アムスライフサイエンス（本社：静岡県静岡市、会長：淺山雄彦）

のグループ会社である株式会社日本予防医学研究所（本社：静岡県静岡市、会長：浅山忠

彦）は、富山大学 和漢医薬学総合研究所の森田洋行教授らの研究グループとの共同研究

において、ミャンマー産ショウガ科植物 Curcuma comosaの根に、心血管系疾患、抗炎症系

疾患、自己免疫疾患などのさまざまな疾患に関与するヒト由来アルギナーゼ Iという酵素

に対して阻害活性を示す化合物が含まれていることを科学的に示しましたので、お知らせ

いたします。 

なお、この研究成果は日本生薬学会学術誌 Journal of Natural Medicines に掲載され

ました。 

 

今回、株式会社日本予防医学研究所は、富山大学 和漢医薬学総合研究所の森田洋行教

授らの研究グループとの共同研究により、ミャンマー産ショウガ科植物 Curcuma comosaの

根がアルギナーゼ Iに対して阻害活性を示すことを見いだし、さらに、本植物の根にアル

ギナーゼ I に対して選択的に阻害活性を示すアリスモキシドという名のグアイアン型セ

スキテルペンが含まれていることを明らかにしました。アルギナーゼ Iに阻害活性を示す

セスキテルペン類としてはこれが最初の報告になります。この化学構造と活性相関のさら

なる検討により、心血管系疾患、抗炎症系疾患、自己免疫疾患などに有効なあらたな医薬

品の開発につながることが期待されます。 

本植物の根は、ミャンマーにおいては、頭痛や糖尿病、高血圧の治療などに伝統的に用

いられています。今回本植物の根がアルギナーゼⅠ阻害活性を持つことを明らかにしたこ

とにより、その根を利用した機能性食品や化粧品などの開発へと応用できることが期待さ

れます。 
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